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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、神経変性疾患や代謝性疾患に関連するタンパク質を含め、他の分泌タンパク質の凝集を防ぐ分泌シャペロンタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、プロホルモン転換酵素PC2（遺伝子ID：5126でコード）の輸送と活性化における役割で最もよく知られています。コードされているタンパク質のリン酸化は、シャペロン機能に対する阻害効果を持つことが示されています。[RefSeq提供、2016年7月]機能：PCSK2/PC2の分子シャペロンとして機能し、調節された分泌経路における早期活性化を防ぎます。小胞体で不活性なPCSK2に結合し、そこから分泌経路の後のコンパートメントへの輸送を促進し、そこでタンパク質分解によって成熟および活性化されます。PCSK2の切断にも必要ですが、フォールディングには関与していないようです。下垂体ホルモン分泌の調節に関与する。C末端ペプチドはin vitroでPCSK2を阻害する。,PTM：ゴルジ体においてフューリン様転換酵素によってタンパク質分解され、生理活性ペプチドが生成される。,PTM：チロシン残基が硫酸化されている。,類似性：7B2ファミリーに属する。,細胞内局在：神経内分泌および内分泌分泌顆粒。,サブユニット：分泌経路の初期段階でPCSK2/PC2と相互作用する。その後の段階で解離する。,
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	K562細胞溶解液のウェスタンブロット分析、7B2ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

